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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２３年第４回姶良市議会定例会 ≪１２月２日（金）午前９時開会≫ 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．和田 里志 １．ドクターヘリの

運用開始と活用に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．資源物の収集体

制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．副市長の去就と

今後の体制につい

て 

 ドクターヘリは、救急医療に必要な

機器及び医薬品を装備搭載し、医師等

が速やかに救急現場に出動し、傷病者

に対し必要な治療を行うとともに、医

療機関に短時間で搬送するものであ

る。 

 鹿児島県が 12月に導入するドクター

ヘリについて、本市においても、傷病

者の救命率の向上や後遺症の軽減等に

大きな成果を上げることが期待される

が、その取り組みと市民への普及啓発

について問う。 

 

 

 資源物の収集体制について、市長は

その見直しを公約に掲げ、これまでも

何回となく一般質問等でも取り上げら

れたが、その取り組み体制については、

新しい「姶良市」方式を見出し来年度

から変更するとしてきた。 

 蒲生地区の袋方式からネット・コン

テナ方式への変更や、加治木地区にお

ける資源物の名称と分別の種類の変

更、姶良地区における還元金の見直し

などの説明をしているが、9月には旧姶

良町地区の自治会長を対象にしたアン

ケート調査を行うなど、いまだその「姶

良市」方式の具体策が決定されていな

いように思う。アンケートの結果と今

後の対応について問う。 

 

 

 県としても重要なポストについてお

られた現副市長は、市長が無理に無理

をお願いして招聘されたと聞いている

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

４．市の管理する公

園等に設置されて

いる遊具等の維持

管理と活用につい

て 

が、その任期は来年 3 月までと伺って

いる。 

 その後の人事構想についてどのよう

に考えているのか、またその体制につ

いて問う。 

 

 

 市の管理する公園等に設置されてい

る遊具等は適切に点検・維持管理され

ているかどうか、また当初の予定どお

り活用されているのかどうか問う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

２．湯川 逸郎 １．姶良警察署移転

に伴う県道錦原線

の整備計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

２．資源物収集の取

り扱いについて 

 

 

 

 

 

 

３．仮称松原小学校

の校区割と市内各

小・中学校の校区割

の見直しについて 

 

 

 

 今回の鹿児島県警察における地域警

察の体制強化に向けた再編整備基本計

画より前に、加治木地域から姶良地域

へ姶良警察署の移転が公表された。移

転先は松原地区の旧県自動車総合試験

場内であることから、これに伴う県道

錦原線の整備が必要不可欠であると思

うが、取り付け道路整備をどのように

考えているか。 

 

 

 蒲生地区・加治木地区・姶良地区で

資源物収集の取り扱いを統一化し、資

源物、可燃ごみ、還元金について、ど

のように、今日まで協議し、方向性を

いつ定め、試行をいつから行うのか具

体的に示せ。 

 

 

 仮称松原小学校の校区割で、現在の

建昌小学校の校区割において、松原上

自治会内の校区割をどのような基準で

区割したのか具体的に示せ。又、３町

が合併し旧町の校区割では、小学校・

中学校までの距離等の実態にそぐわな

い現況をとらえ、市内全小・中学校の

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

４．汚水処理施設現

況調査について 

 

校区割の見直しを同時に行い、生徒学

童数の学校編成を実施する考えはない

か、具体的に示せ。 

 

 

 開発行為等により、設置された地域

汚水処理施設を行政へ移管に関する条

例が平成 21 年 12 月に旧姶良町で制定

された。それに基づく市内の汚水処理

施設の現況調査が行われているが、現

況調査の目的は「姶良ニュータウン団

地管理組合法人」から移管に伴う事前

調査申請が提出され、公共事業として

運営可能かを判断する調査であった。

この公共事業として、移管を受ける場

合、下水道の管・処理場の土地につい

ての担保権や他のみさと台団地・朝日

ヶ丘団地・ホームタウン帖佐等の団地

との関連性の整合性が必要と思うが、

どのように対処し、調査を行ったのか、

具体的に示せ。 

 

教育委員長 

 

 

 

 

市長 

３．本村 良治 １．福祉行政の事業

の拡充を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の入浴券は体が不自由であるた

め、なかなか実態としてその恩恵に浴

する機会に恵まれないという声をよく

耳にする。そこで姶良市の福祉事業の

中でどの高齢者も（一般的に元気と言

われる高齢者も含む）その恩恵に公平

に浴する機会が与えられるような事業

を展開してもらうことを希望するもの

である。 

 

（１）現在、一定額の予算を執行して

入浴券の利用が行われているが、発行

件数はここ４～５年どのような推移を

たどっているか。 

 

（２）その結果（推移状況）をどのよ

うに分析しているか。 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教育問題につい

て 

 

 

 

（３）入浴券利用に代わる福祉・生活

向上の目的に沿った内容の事業を検討

するつもりはないか。特に移動手段を

持たない高齢者への配慮が必要である

と思うがどうか。 

 

（４）現在の入浴券の利用の実態を分

析して今後の方向性についてどのよう

な見解を持っているか。 

 

 

 教育はよく百年の計と言われるが、

それは教育自体の中に子どもたちの人

格形成をはじめとするいろいろな目的

等を含んでいるので、教育はある程度、

長いスパンで、ゆっくりその過程を見

守っていく必要性を述べたものであろ

うと考える。姶良市・日本の将来を担

っていく子どもたちの持っている限り

ない可能性を開花させ、また豊かな個

性を伸ばす機会を保障してやるのが行

政の務めであると思う。そのためには

教育を取り巻く二つの大きな環境を整

備していくことが喫緊の課題であると

考える。学校の施設整備と、教育効果

を左右する教職員の働く環境の整備が

望まれる。現在の姶良市における施設

整備について、現在どうなっているの

か問う。 

 

（１）学校の施設整備における要望は

どのような手順で教育委員会は把握す

るのか。 

 

（２）把握した要望にはどの部署で対

応するのか。 

 

（３）整備の優先度はどのような判断

基準により決定するのか、基準の具体

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

例をあげて説明せよ。 

 

（４）合併後、どのくらいの要望が寄

せられているか。 

 

（５）現在までに、どれぐらいの件数

が処理されたか。 

処理されなかった件数はどれぐらい

残っているか。処理できなかった理由

は何か。具体的に説明せよ。 

 

（６）要望への対応の結果については、

学校に対してどのような方法で知らせ

ているか。 

 

教育委員長 

４．笹井 義一 １．姶良市の住環境

の整備と幹線的な

アクセスの整備に

ついて問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）帖佐駅前周辺整備について問う。 

 帖佐駅から蒲生を向いて左側の建昌

小学校側は、軽自動車がやっと通れる

道幅であり、右側の旧江夏建材跡地ま

での区域は、徒歩でしか通行できない、

極めて厳しい住環境にある。 

県道整備だけでは、帖佐駅前地域の

活性化は期待できない。街路菅原線と

県道整備に併せて小規模な土地区画整

理事業を実施して、総合的に整備する

必要があると考える。市長の考えを問

う。 

 

（２）その他の地域の居住環境整備に

ついて問う。 

 ①重富の旧国道 10号から海側の集落 

 ②加治木の国道 10号から加治木港ま

での集落 

 ③姶良松原下の憲徳寺周辺の集落 

 ④加治木高校から西側の網掛川まで

の集落 

 それぞれの地域の整備構想をどのよ

うに考えているか示せ。 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．桜島サービスエ

リアのスマートイ

ンターチェンジの

設置について問う。 

 

 

 

 

 

（３）市内には、上記の他にも居住環

境が整っていない多くの地域がある。

どのように対処するか、全市を対象と

した方向性をどのように考えているか

示せ。 

 

（４）本庁舎から蒲生までのアクセス

整備について問う。 

 県道錦原線の延長線上には２連ボッ

クスが設置されている。これを延伸し、

建昌城跡と大文字池の間を通過して、

県道十三谷線に接続することは、十分

可能と思われる。接続地点から船津公

園までの間の県道十三谷線の整備を促

進するためにも有効と思うがどうか、

見解を示せ。 

 

 

 市長は、スマートＩＣ整備調査委託

料として 130 万円歳出したが、その結

果は公表していない。同僚議員の一般

質問に対して、整備事業可能性調査結

果は、費用対効果が１以上であると答

弁した。 

 以下について質問する。 

 

（１）建設費用を示せ。 

 

（２）日平均何台の車が利用して、ど

れだけの効果額が見込まれるのか、具

体的に示せ。 

 

（３）加治木ＩＣと姶良ＩＣの距離は、

概ね５ｋｍ。姶良ＩＣまでの距離は２

ｋｍ。その間にスマートＩＣの設置が

必要な根拠を示せ。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

５．玉利 道満 １．野生鳥獣による

被害防止について 

野生鳥獣による被害は、農山村の暮

らしに深刻な影響を与えている。 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．姶良市部分林条

例の改正について 

 

 

 

 

 

（１）市長はこの現状をどのように認

識しているか。 

 

（２）「鳥獣被害防止計画」に基づきど

のような取り組みがなされたか。 

 

（３）鳥獣被害防止のため、思いきっ

た対策が必要であるがどのように進め

ていくか。 

 

（４）非常勤の職員として「鳥獣被害

対策専門員」を置く考えはないか。 

 

 

森林は、水源の涵養、山地災害の防

止など重要な役割を果たしている。市

有林における部分林の役割は大きいも

のがあるが、合併時において職務執行

者による専決処分による部分林条例に

ついて検討する必要がある。 

 

（１）林業の活性化を図るため収益の

分収割合について検討することについ

てどのように考えるか。 

 

（２）附則３の項は削除すべきと考え

るが、検討することについてどのよう

に考えるか。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

６．神村 次郎 １．空き屋、廃屋、

空き地対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 近年、少子高齢化の進行等により、

空き屋、廃屋、空き地発生が増加傾向

にある。空き家からの出火、廃屋から

の白蟻の飛散、庭木の繁茂、空き地へ

の不法投棄等があり地域において困っ

ている。以下について問う。 

 

（１）現在の状況を何件位把握してい

るか問う。 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

２．公立高校の存続

方策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．排水路の管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．AEDの普及方策

について 

 

（２）空き家、空き地等の管理条例は

制定できないか問う。 

 

 

 少子化による生徒数の減少で、県教

育委員会は、県内高校の統廃合等の再

編整備計画を進めている。「整理統合基

準」に加え「公立高校の振興方針（骨

子）」はかなり厳しい案が提示されるな

ど、地方校の存在する地域では保護者

等に不安が広がっている。姶良市では、

蒲生高校の存続方策について検討すべ

きである。以下について問う。 

 

（１）現在の状況について問う。 

 

（２）市として支援の方策は、検討出

来ないか問う。 

 

 

 宅地化された地域の旧農業用用排水

施設は、農地が無くなるために土地改

良区等の維持管理もされず、生活排水、

道路排水の流入により土砂堆積、雑草

の繁茂等で困っている地域があり、早

急な対応が必要である。 

以下について問う。 

 

（１）現状を何件把握しているか問う。 

 

（２）今後の方策について問う。 

 

 

 近年、AED に対する認識が急速に高

まり、公共団体、企業等の主要施設に

設置されている。最近は、火事の現場

や消防署との遠隔地で、心肺停止事故

に対応して人名救助の為に設置が急が

れている。以下について問う。 

市長 

 

 

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

（１）消防団車両への AED の搭載は、

出来ないか問う。 

 

（２）コンビニエンスストアに AED の

配備は検討出来ないか問う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 


